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　2011年4月11日に発生した福島県浜通りの地震（以下4.11地震と呼ぶ）によって、いわき市田人町石住綱

木北西から旅人滑石に至る約14kmの区間に、北北西から南南東へ延びる地表地震断層が出現した。この地表

地震断層は石山ほか（2011）によって塩ノ平断層と命名された。 

　4.11地震による地表地震断層は、井戸沢断層の一部（堤・遠田，2012の井戸沢断層西側トレース）にあた

る。今泉ほか（2018）によれば、確認された地表地震断層以南において滑石から川部町佐倉西方まで、山玉

町脇川から茨城県北茨城市関本町小吹まで活断層が識別されているが、この区間に地表変位は現れな

かった。本報告では、塩ノ平地表地震断層が表出した区間を活動区間、塩ノ平地表断層以南の活断層を識別す

る区間を非活動区間と考える。 

　著者らは4.11地震による活動区間と非活動区間との違いに注目した調査・研究を進めており、これまで露頭

調査結果（亀高ほか，2015）や破砕帯の摩擦特性（青木ほか，2015，2016、Seshimo, et. al., 2016) につい

て報告している。活動区間及び非活動区間の破砕帯の水理特性に着目し、ボーリング孔内で行ったSIMFIP法

（Guglielmi et al., 2013）による原位置試験の結果を比較する。 

　SIMFIP（The Step-Rate Injection Method for Fracture In-situ Properties）法は、破砕帯周囲の水圧を高

め、断層の周囲をわずかに動かし、マイクロメータースケールで断層変位や孔内圧力、誘発された地震波を観

測する手法である。圧力と変位データの結合解析により、断層帯の応力状態の推定が可能である。 

　調査地点は、活動区間としては地表変位が確認された塩ノ平地点、非活動区間としてはリニアメントが確認

されているが地表変位が認められなかった水上北地点を選定した。 

　塩ノ平地点では、地表下30mまで鉛直ボーリング掘削を行い、深度15.11m～15.60mにおいて断層破砕部を

確認した。SIMFIP試験は、健岩部の基礎データを取ることを目的とした地震断層上部に分布する第三紀堆積岩

と断層破砕部を対象に2回試験を行った。試験深度の決定に際しては、コア観察、BHTV、孔径検層を実施

し、不連続面等の地質状況や試験孔の孔壁の乱れを考慮している。堆積岩中の試験では、最大2.5～3 barの注

水圧をかけることで、層理面に対応する方向への割れ目の開口が確認された。塩ノ平地震断層では、最大

4.5～4.8 barの注水圧をかけることで、断層面に沿った開口とμm～mmスケールと地震波を伴うせん断による

マイクロスリップが確認された（Aoki et al., 2018）。 

　水上北地点では、地表下30mまで斜めボーリング掘削を行い、深度20.40 m～23.10 mに断層を確認し

た。投稿時現在、水上北地点ではSIMFIP法による原位置試験を行っている最中であり、本報告では塩ノ平地点

の結果と水上北地点の測定結果の比較を報告する予定である。 
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